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例会場／士別グランドホテル
例会日／毎週月曜日 12：10～13：10
事務所／士別グランドホテル ℡（0165）23-1234
会 長／織 戸 俊 二
副会長／神 田 英 一
幹 事／尾 崎 学

司 会 山口哲雄会場監督

斉 唱 奉仕の理想

本 日 の 出 席 出席率79.31％ 会員58人中 出席者46人

本 日 の 欠 席 井上建雄、国森和麿、黒田康敬、齊藤 進、鍋島 秀、野﨑英男、日沼政和、深尾幸雄、
吉川紀雄、福島栄三、織戸俊二

メ ー ク ア ッ プ ○インターシテイミーティング（ＩＭ）中頓別ロータリークラブ（４月19日）参加者＝織
戸俊二、神田英一、大野裕一郎、千葉繁夫、尾崎 学、山口哲雄、野﨑英男、山本俊一、菊地
博、若森 孝、藤吉敏博、福澤丹治、佐藤元信、本山忠之、深尾幸雄、宮田喜久三郎、渡辺
正一、竹内栄一、泉谷 勇、谷 温恵、千葉道夫、坂口芳一、近井孝義、今井 裕（24名)

ビ ジ タ ー

ゲ ス ト

ニコニコＢＯＸ 累計315.000円

■前回（４月20日）の記録■ ・普通例会 ・会員（千葉道夫会員）卓話

・・夜間例会

第２３４０回例会 ２００９年４月27日（月）

今日のプログラム

■４月例会日「ロータリー雑誌月間」 ■５月例会日

●４月６日（月） 普通例会（卓話）・理事会 ●５月４日（月）特別休会（法定休日・みどりの日）

●４月13日（月） 普通例会（卓話） ●５月11日（月）普通例会・理事会・（卓話）

●４月20日（月） 普通例会（卓話） ●５月18日（月）普通例会

●４月27日（月） 夜間例会 ●５月25日（月）夜間例会

※19日(日) INTER CITY MEETING（中頓別） ※17日(日) 名寄RC創立50周年記念式典
※25日～26日 PETS・地区協議会（旭川） ※24日(日) 枝幸RC創立30周年記念式典
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2008―2009年度ＲＩ会長

季 東建

例 会 予 定

Make Dreams Real



■会務報告 神田英一副会長

○ ４月19日、RI第2500地区第２分区INTERCITY

MEETINGが中頓別町民センターで中頓別RCがホスト

クラブで開催され、

分区内総数102名、

士別クラブからは

24名の登録でした。

特別講演は中頓別

RC会員でもある中

頓別町立病院院長

住友和弘先生演題

「自然を生かした健

康と地域活性」（森林療法）で、ストレス、高血圧

は森を歩くと下がる効果があるとの内容でした。森

林が豊富な中頓別では町民や施設の高齢者へ森林療

法を実施。森を歩き心地よいと感じることで自律神

経をリラックスさせる調整、活性化を促すそうです。

ミーティングは「地域環境との共存（自然財産の

有効利用）」のテーマでパネルディスカッションが

行われ、士別クラブからは今井裕会員がかわにしの

丘しずお農場の取り組み、バークを敷き詰めた散策

路、ご自分の体験からの話、サフォークの町士別な

ど、士別の魅力を十分お話していただきました。

○枝幸RCから５月24日創立30周年にぜひ来てくだ

さいと実行委員長岩津様から挨拶をいただき、浜ゆ

で蟹をいっぱい用意して待ってますとのことでした。

17日の名寄と２週続きますがぜひ皆さんで出席をし

お祝いをしたいと考えています。

○織戸会長ですが、今週23日の木曜日に帰宅する

と連絡がありました、休んだ分取り戻そうと無理せ

ず会長を務めていただきたいと思っています。

■幹事報告 尾崎 学幹事

１．名寄RC創立50周年記念式典の登録お願いの文

書を各会員へ配布しました。次回の例会より登録料

並びにゴルフ参加料を徴収します。千葉会計へお支

払い下さいますようお願い申し上げます。

２．枝幸RC創立30周年記念式典の登録を次回の例

会にて締切りますので、一人でも多くのみなさんの

参加を希望します。

３．第３回クラブ協議会を５月９日（土）、午後

６時より当ホテルにて開催します。関係会員には案

内文書を配布しましたが、ご多忙とは存じますがご

出席をお願いします。また、本年の委員長さんには

委員会報告をお願いしますので、ご協力のほどよろ

しくお願いします。

４．根室RCより創立50周年記念式典の案内が届い

ています。６月13日（土）午後1時よりとなってお

ります。参加希望のみなさんは幹事までお申し込み

下さい。登録締め切りは５月10日となっています。

【受信文書】ロータリーワールドの４月号

次年度の各委員会委員長にお願いですが、事業計

画を５月18日の例会日までに提出してください。

●大野裕一郎会員から大塚勝人会員の術後経過につ

いて

■プログラム委員会 菊地 博委員長

本日第３例会卓話は、ロータリー財団委員会委員

でもあり、士別商工会議所会頭の千葉道夫会員にお

願いしました。なお次の卓話は５月11日です。内容

は今月25日に旭川で開催されるPETS参加の報告を兼

ね、大野会長エレクトからお話しをいただきます。

■会員卓話 千葉道夫会員

商工会議所会頭に就任して早いもので１年半を経

過致しました。力不足の身でありながら数多くの貴

重な経験をさせて頂いております。これまでの歴代

会頭始め議員そして会員企業が、様々な歴史を背景

に信頼される士別商工会議所として地域経済を高め

ながら地域振興に努めて来られた先輩各位のご苦労

と功績に改めて敬意を表すると同時に今更ながら責

任の重さを痛感させられます。

人口の流出と少子高齢化の進行による市場の縮小

そして追い打ちをかけるような量販店の進出、一方

地域経済に大きく波及する公共事業の減少により購

買力の低下などでなかなか効果的な対策が見出せな

い厳しい現況で有ります。

現下の経済環境のもと、商工会議所が担うべき裸

題も多岐にわたり、本来の経営指導、税務指導、記

帳指導業務と同時に、地域経済問題に対する取り組

みが重大課題とされております。いかに域内資金循

環をさせるべきか、個人商店に客をどのようにすれ

ば呼び戻せるか、地域貢献されている市内建築土木

業者は公共事業の厳しい現状では自助努力では乗り

越えられる状況ではありません。

まさに地域経済、コミュニニテーの崩壊に繋がり

かねません、この時代だからこそ商工業者が連帯、

連携が強く求められるのであります。そして皆の思

いを要望として力強く関係機関に訴えながら、そし

て力を結集して自らでコミュニテーを形成すために

運動の気運を高めていくべきだと考えます。

人生お金も大切で有りますが、人の為に働く幸せ、

誇りの持てる場所、人と人とのつながりを大切にす

る事……今の時代見直す必要があると痛感致します。

次年度報告 志村孝幸次年度幹事

会員卓話

INTERCITY MEETINGの様子

その他の報告


